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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｍ  37/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月29日(2011.8.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効物質と、再吸収性または生体浸食性の中間孔質シリコンに基づく担体材料とを含む
デバイスであって、前記有効物質は少なくとも一部前記シリコンに基づく担体材料の孔中
に在り、前記シリコンに基づく担体材料は組織親和性である、前記デバイス。
【請求項２】
　担体材料が、組成物が体液と接触した時に制御された様式で有効物質を放出する、請求
項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　担体材料が、シリカまたは酸化ケイ素の表面を有する、請求項１または２に記載のデバ
イス。
【請求項４】
　インプラントが、移植された場合に１ヶ月～２年の期間に亘って有効物質が送達される
構造および組成を有する、請求項１～３のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項５】
　有効物質の放出速度が、担体材料の孔からの前記物質の放出速度に少なくとも一部依存
する、請求項１～４のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項６】
　インプラントが、最大寸法ｘ（０＜ｘ≦２ｍｍ）を有する、請求項１～５のいずれか１
項に記載のデバイス。
【請求項７】
　有効物質が、有機分子、タンパク質、ペプチド、または遺伝子断片もしくは他のＤＮＡ
物質から選択される薬物である、請求項１～６のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項８】
　ａ）半導体材料を含む中間孔質の再吸収性または生体浸食性の担体材料と、ｂ）担体材
料の孔内に配置された有効物質と、を含むデバイス。
【請求項９】
　担体材料が、組成物が体液と接触した時に制御された様式で有効物質を放出する、請求
項８に記載のデバイス。
【請求項１０】
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　有効物質を哺乳動物に送達するための組成物であって、再吸収性または生体浸食性の中
間孔質シリコンに基づく担体材料と、少なくとも一部が担体材料の孔中に在る有効物質と
、を含む前記組成物。
【請求項１１】
　担体材料が、インプラントが患者身体中に置かれた時に所定速度の有効物質放出を達成
するよう選択された多孔度を有する、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１２】
　担体材料が、シリカまたは酸化ケイ素の表面を有する、請求項１０に記載の組成物。
【請求項１３】
　有効物質を患者に送達するための組成物であって、複数の移植可能な再吸収性または生
体浸食性の中間孔質シリコンに基づく担体と、前記担体の孔内に配置された有効物質とを
含み、
　体液と接触した時に担体の孔から制御された様式で有効物質を放出する、前記組成物。
【請求項１４】
　有効物質の放出速度が、担体材料の孔からの前記物質の放出速度に少なくとも一部依存
する、請求項１０～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
　デバイスを製造する方法であって、前記デバイスは患者に移植された時に担体材料の孔
から制御された様式で有効物質を放出することを特徴とし、
　前記有効物質を中間孔質の再吸収性または生体浸食性の半導体担体材料の孔中に導入す
ることを含む、前記製造方法。
【請求項１６】
　半導体材料を電気化学的エッチングすることにより前記担体材料を調製することをさら
に含む、請求項１５に記載の製造方法。
【請求項１７】
　半導体材料を電気化学的エッチングした後で前記担体材料を酸化することをさらに含む
、請求項１６に記載の製造方法。
【請求項１８】
　半導体材料の電気化学的エッチングが、前記半導体材料の陽極酸化を含む、請求項１７
に記載の製造方法。
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